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研究要旨 

 ベーチェット病（BD）患者の関節炎は指定難病の重症度項目に含まれているが、関節

炎が疾患活動性にどのように関連するか明らかにされていない。当施設での BD 患者につい

て後ろ向きに調査し、患者背景、臨床症状、BD の疾患活動性指標、関節病変の活動性指標

について検討した。全経過中に関節炎を有する割合は約 8 割で治療を行うも約半数で関節炎

が残存し口腔潰瘍に次いで多く認めた。また関節病変は寡関節炎が多く、関節リウマチで用

いる疾患活動性指標では低疾患活動性から中疾患活動性を呈する症例が多かった。関節炎が

残存する症例では皮膚粘膜ドメインも併存し BDCAF が高いことが判明した。今回の結果か

ら、関節炎が残存する症例は BD の活動性も高く，日常生活に影響を及ぼす可能性が示唆さ

れた。 

A. 研究目的 
ベーチェット病（BD）に生じる関節炎は比較

的頻度が高い症状であり、副症状として位置付

けられている。関節炎は QOL に関わる重要な

症状の一つと考えられているがその実情につ

いては十分に明らかにされていない。当施設で

の BD を対象に関節炎を中心とした臨床症状

が疾患活動性に及ぼす影響を明らかにするこ

とを目的とした。 
B. 研究方法 
2001 年 1月から 2022 年 10 月までに当施設に

て BD 病と診断され通院治療中の患者を抽出

し、臨床的特徴、治療法について検討した。ま

た抽出された患者の中で 2022 年 1 月から 10
月の間に受診された際の BD の活動性指標と

関節所見を抽出し、質問票を用いて関節症状に

及ぼす影響を後ろ向きに調査した。 
（倫理面への配慮） 

 
C. 研究結果 
対象は 64 名(男性 20 名、女性 44 名）。平

均年齢は 48.1 歳、平均罹患期間は 13.0 年で

あった。既往病変は口腔内潰瘍 64例(100%)、
陰部潰瘍 51 例(79.4%)、皮膚病変が 36 例

(57%)、眼病変17例(27%)、関節痛54例(86%)、
関節炎 49 例(78%)であった。 
現在の活動性病変については口腔内潰瘍 

38 例(59%)、陰部潰瘍 11 例(17%)、皮膚病変

が 12例(19%)、関節炎 28例(44%)であった。

関節炎の活動性について関節炎を有する 28
例中の平均値は関節圧痛数１関節、関節腫脹

数１関節、DAS28-CRP は 2.7、DAS28-ESR
は 3.3 であった。関節炎の有無と疾患活動性

の関連については関節炎を有する症例は関

節炎を有しない症例と比較して口腔潰瘍を

有する割合が有意に多く、BDCAF も有意に
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高値であった。また皮膚病変（結節性紅斑、

毛包炎様皮疹）も関節炎がある症例の方が有

意に多かった。 
D 考察 
BDの関節炎は寡関節炎が主体とされており、

当院の検討でも関節炎の活動性は比較的高

くなかった。 
ベーチェット病の表現型にする臨床クラス

ター解析では皮膚粘膜病変と関節炎は同じ

クラスター解析に分類されていることが報

告されている。今回の研究でも関節炎が残存

する症例は活動性の皮膚粘膜病変を有する

症例が多く、両者の関連性が示された。BD
の関節炎と皮膚粘膜病変の活動性が高いこ

とから BD の総合疾患活動性も高くなり、関

節炎の有無が重症化に関わることが示され

た。 
E. 結論 

関節炎の活動性が残存する症例は BD の活

動性が高く，日常生活に影響を及ぼす可能性が

示唆された。 
F. 研究発表 
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口頭発表                     3 件 
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